
 

平成２９年度 

八代市議会経済企業委員会 視察報告書 

 

 

 

■視察日程 

  平成３０年１月２４日（水）～２６日（金） 

 

 

■視察先 

  １月２４日 午後  京都府京都市 

 

  １月２５日 午後  京都府舞鶴市 

 

  １月２６日 午前  大阪府堺市 

 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長    成松 由紀夫 

副委員長    西濵 和博 

委  員    亀田 英雄 

委  員    北園 武広 

委  員    髙山 正夫 

委  員    増田 一喜 

 

【執行部】経済文化交流部長   士誠 

 

【随 行】議会事務局   土田 英雄 



 

■視察先及び目的 

 １ 京都府京都市 

  『インバウンド戦略（施策、取り組み）について』 

    京都市は日本を代表する観光地であり、インバウンドにも先進的に取り組み、そ

の関連施策は１９０を超えている。外国人の宿泊者数も増加しており、最近の質へ

もこだわった取り組みについて視察することにより、本市のインバウンド戦略への

参考にするとともに、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 

 

 ２ 京都府舞鶴市 

  『クルーズ船寄港に伴う観光振興について』 

    舞鶴市はクルーズ客船の寄港誘致を進め、近年、寄港数が飛躍的に増加している。

そのような中、クルーズ船の寄港をどのように地域経済の活性化へつなげ、また、

町なかへの回遊性を高め、もてなしによる経済活動を促進しているかを視察するこ

とにより、本市の観光振興施策への参考にするとともに、今後の委員会活動に生か

すことを目的とする。 

 

 

 ３ 大阪府堺市 

  『堺市文化観光拠点「さかい利晶の杜」について』 

    堺市の歴史文化を広く発信するとともに観光集客にも資するため、文化施設や観

光の玄関口となる観光案内施設及び大型バスの駐車場も備えた公共施設と、民間企

業が飲食などを提供する来訪者サービス施設を一体的に整備された「さかい利晶の

杜」を視察することにより、本市が建設を計画している「八代民俗伝統芸能伝承館」

の整備の参考とするとともに、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 



 

京 都 府 京 都 市 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年１月２４日（水） １４：００～１６：００ 

 

２ 調査事項  『インバウンド戦略（施策、取り組み）について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

（１）インバウンドに対応した施策及び取り組みの概要 

（２）現状及び効果等 

（３）問題点や今後の課題 

※上記内容については、別添「京都市の観光政策、インバウンドの取組等について」

を参照。 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 本市のホテルや旅館等の客室数は２０００室ほどであるが、京都市はどのくらい

あるのか。 

Ａ１ 平成２７年度末で約３０,０００室あり、現在，ここから１０,０００室増加させ

ようと進めている。リッツカールトンの進出の際には、市長がトップセールスの

ため動かれたと聞いている。なお、この数にはもちろん違法民泊等の部屋数は含

まれておらず、違法民泊等は徹底的に排除する方向である。 

 Ｑ２ 京都市内における外国人観光客のマナーはどのような状況か。 

 Ａ２ 平成２７年の春節くらいに、中国人観光客が急増したことにより、マナーが悪い

との苦情が殺到した。これを受けて、マナー啓発等のリーフレットやポスター、

トイレの使い方ステッカーを作成した。また、民間事業者が発行しているフリー

ペーパーにもマナー啓発の記事を掲載していただいたりして、取り組みを行って

いる。市民の意識の中にも、苦情を言うだけではなく、みずからも何かやらなけ

ればという意識が生まれ、啓発活動をされたりしている。市のホームページにも

学生による啓発活動の様子等を掲載しているが、最近は市民と行政が一体となっ

て啓発活動に取り組んでいる。また、中国の旅行協会や旅行会社、政府機関等、

考えうるさまざまな手段を用いて、啓発活動等は行ってきている。しかし、苦情

は一時期よりは減少しているが、なくなったわけではない。 

Ｑ３ 観光行政や政策立案等に携わる職員等の人材育成。あるいは、行政以外とのネッ

トワーク構築はどのように行っているのか。 

Ａ３ 職員は定期異動があるため、生涯観光行政だけに携わっている職員はいないが、



 

国土交通省から職員を派遣していただいている。また、世界の主要２０都市に事

務所を持ち、日本へのインバウンド・ツーリズム（外国人の訪日旅行）のプロモ

ーションやマーケティングを行っている日本政府観光局：ＪＮＴＯ（独立行政法

人 国際観光振興機構）という組織に京都市の職員を派遣している。また、京都

大学とも観光面での協定を結んでおり連携している。 

 Ｑ４ 民間と行政との役割分担はどのように考えるか。 

 Ａ４ 主役は民間だと考える。実際、宿泊施設やお土産物やで観光客を迎えるのも民間

であるし、民間の方々が、より儲けていただくためにやるのがベースで、行政は

それをサポートする役目だと思う。しかしながら、一人ひとりがバラバラの方向

を向いていては、地域としてのブランドや魅力が伝わらないので、一定のビジョ

ンや方向性を示すのは行政と民間が一体となって行わなければならず、その舵取

り役は行政が担わなければならないと考える。それから、マナーの問題や違法民

泊の問題など、観光客の増加やテクノロジーの発達に伴い、市民生活との調和が

乱れてきた部分の是正については、行政に求められるものだと考える。 

 Ｑ５ 平成２７年度から行われている、京都市認定通訳ガイド制度の詳細について教え

ていただきたい。 

 Ａ５ 通訳ガイド制度に取り組まれている自治体に比べると開始は遅かったが、その代

わり、先に開始されている制度を研究した。そこで、育成するだけではなく、認

定した後の活躍の場をどうするのかといった部分にまで目を向け、制度設計を行

った。資格を取り、認定を受けた後の最初の働き口の紹介までを視野に入れ、制

度設計を行いスタートさせたほうがよいと考える。九州では「九州観光振興機構」

という団体が、同様の制度に取り組んでおられるので、新たに制度を立ち上げる

のではなく、そこの通訳を活用するという考え方もある。 

 Ｑ６ 閑散期の取り組みについて具体的に教えていただきたい。 

 Ａ６ ・京都花灯路と称した、嵐山の竹林や東山の寺社仏閣等のライトアップ。 

    ・市内各レストランにて２月限定メニューを特別価格で提供。 

    ・３月に開催していた京都マラソンを２月開催に変更。 

    ・ＪＲとタイアップし「京の夏の旅」「京の冬の旅」と題した、その時期にしか

体験できないメニューを実施。（普段公開されていないお寺等の開放であった

り、伝統産業の技を生かした体験メニューなど） 

 

※添付資料 

・京都市の観光政策、インバウンドの取組等について 

・トイレのつかいかた 

・京都ノトリセツ 



 

※視察の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

京 都 府 舞 鶴 市 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年１月２５日（木） １３：２０～１４：５０ 

 

２ 調査事項  『クルーズ船寄港に伴う観光振興について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

（１）舞鶴市及び舞鶴市議会の概要 

（２）２０１６年クルーズ客船寄港状況 

（３）おもてなしの状況 

（４）京都舞鶴港クルーズ客船おもてなし関係者連絡会議 

（５）京都舞鶴港クルーズサポーター 

（６）外国人観光客向けの免税店舗の拡充 

（７）２０１６年のクルーズ客船寄港に伴う経済効果試算 

※上記内容の詳細については、別添「京都舞鶴港クルーズ客船おもてなし事業のまとめ 

２０１６」を参照。 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ クルーズ客船入港情報の共有化はどのように行っているのか。 

Ａ１ クルーズ客船のツアーが企画された時点で入港が確定するため、市のホームペー

ジに日時やどういった船といった情報を掲載している。さらに、京都舞鶴港クル

ーズ客船おもてなし関係者連絡会議（地元商店街、商工関係者、学校、市民団体、

ボランティアガイド団体等）にて情報提供を行っている。その中で、どのような

おもてなしや事業をするのか協議、調整を行っている。 

Ｑ２ クルーズ客船寄港時の経済波及効果が各回１０００万円を超えるとのことだが、

その内容について教えていただきたい。 

Ａ２ 接岸料やシャトルバスの運行費用、街の中に流れた客数、観光施設への入館者数、

タクシーの利用台数などの情報を集約し、総務省の産業連関表に基づき試算して

いる。なお、この金額は舞鶴市だけでなく、オプショナルツアー等の分も含んで

おり、クルーズ客船１隻あたりの金額である。 

Ｑ３ 京都府との連携はどのように行っているのか。 

Ａ３ 京都府と舞鶴市がお金を出しあい、舞鶴港振興会という組織を作り、物流の営業

等を一緒に行っている。また、京都府が今年から港湾局を舞鶴埠頭に配置された。 

 



 

Ｑ４ 京都舞鶴港クルーズ客船おもてなし関係者連絡会議の年間の会議回数、窓口はど

こが行っているのか。また、メンバーの中に京都舞鶴港クルーズサポーターとい

う団体があるが、このサポーターは有償なのか無償なのか。 

Ａ４ 会議は平成２４年に立ち上げ、当初は年に４・５回ほど会議を行っていたが、最

近は年に２回開催している。事務局については、舞鶴市の商店街を取りまとめて

いる舞鶴商工振興会と市に置いている。また、京都舞鶴港クルーズサポーターに

ついては、市のほうで通訳ボランティアや茶湯接待をしていただく方を、サポー

ターとして登録しており報酬はないが、一日対応される際はお弁当代を支給して

いる。 

Ｑ５ 通訳ボランティアは自らが立ち上がり出来上がったのか、それとも市が準備され

たものなのか。 

Ａ５ 金融機関等で外国語を話せる職員等を派遣してもらったりしている。全体的な話

になるが、クルーズ客船が来ても何もしない情報もなければ、いくら港から商店

街が近くてもお客は来ない。そこで、市としては商工振興会に対し、イベントの

開催等、お客が来る手立てをしていただくよう働きかけたり、多言語でのマップ

作成を行っている。また、各商店に対しても、多言語による商品紹介のポップで

あったり、食事メニューを作るなど、お客が来るよう自助努力を促している。 

 

※別添資料 

・京都舞鶴港クルーズ客船おもてなし事業のまとめ ２０１６ 

・表１「２０１７年の寄港状況」 

 ・舞鶴市議会の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

視察の様子 

 

 

 

 

 

 



 

大 阪 府 堺 市 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年１月２６日（金） ９：４５～１１：３０ 

 

２ 調査事項  『堺市文化観光拠点「さかい利晶の杜」について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

（１）施設整備の経緯（事業目的） 

（２）施設の概要 

（３）運営状況（指定管理等） 

（４）現状（来館者数等）及び経済波及効果等 

（５）問題点や課題、今後の方向性 

※上記内容については、別添「さかい利晶の杜施設概要」、「文化観光拠点『さかい利晶  

の杜』の事業経過」、「さかい利晶の杜開設から約１年間の経済波及効果の推計結果」、

「歴史文化のまち『堺』に新たな観光名所が誕生！」を参照。 

 

５ 主な質疑応答 

Ｑ１ 施設の運営の説明の中で島根方式による指定管理との説明があったが、どのよう

な仕組みなのか。 

Ａ１ 島根方式というのは、全てを指定管理者に委ねるのではなく、学芸部門、資料の

収集や保管、展示関係については、専門知識が必要であることから、直営にした

まま残し、その他の部分を指定管理者に委託する方式である。 

Ｑ２ リピーター確保のための工夫はどのように行っているのか。 

Ａ２ 立礼呈茶という、椅子席で抹茶や和菓子を味わう体験をポイント制にし、５ポイ

ント貯まったらプレゼントをしたり、１００ポイント貯まったらアンバサダーに

就任したりといったサービスを行っている。また、企画展も年間３回ほど実施し

ている。今回開催するアニメとのコラボ企画は、１年前から計画し実施する。 

Ｑ３ 来訪者サービス施設は重要と考える。そこで、貴施設がこのような施設を誘致さ

れた観点はなにか。 

Ａ３ お客様に満足いただけることはもとより、土地を貸すことにより貸付収入が年間

１２３０万円入り、２１年間の契約をしており、最終的には２億を超える収入が

見込まれることの要因である。また、同じ敷地内に飲食店を設置することにより、

お客様がすぐに利用でき、経済波及効果も期待できる。 

 



 

Ｑ４ 若年層の取り込みということで、今回、アニメとのコラボ企画を実施されるが、

プロモーション活動はどのように行われたのか。 

Ａ４ さかい利晶の杜の企画であるため、主に指定管理者がポロモーション活動は行っ

ている。しかし、ポロモーション活動を行うに当たり、堺市の職員が一緒にいく

ことにより、自治体が入っている企画ならばということで、活動がスムーズにい

く場合もあるため一緒に動くこともあるが、あまりにも係わりすぎると指定管理

者の主体性が無くなったり、機能しなくなる場合もあるので、様子をみながら行

っている。 

 Ｑ５ 指定管理料等はどのようになっているのか。 

 Ａ５ 指定管理料は年間２億円かかっている。当初より人件費等がかさみ年々増加して

いる。また、黒字が出た場合は、その５０％を還付していただく仕組みになって

おり、初年度の平成２６年度は１０日ほどの営業であったが、１５０万円還付が

あり、平成２７年度は５５０万円の還付、平成２８年度は赤字であったため還付

はなかった。今後は決算関係、支出関係も含めて指定管理者と調整しながら進め

ていく必要がある。 

 

※参考資料 

・さかい利晶の杜施設概要 

・文化観光拠点『さかい利晶の杜』の事業経過 

・さかい利晶の杜開設から約１年間の経済波及効果の推計結果 

・歴史文化のまち『堺』に新たな観光名所が誕生！ 

・堺の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

視察の様子 

 

 

 

 

 



 

<< 各委員所見 >> 
























































